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桜川市公式ホームページ有料広告募集！桜川市公式ホームページ有料広告募集！
桜川市では 10月１日より、公式ホームページに有料広告の掲載を開始します。

■問合先　情報政策課　☎58－5111・75－3111、内線 1232

■ 規　　格　バナー広告 60×160 ピクセル（静止画のみ）
■ 掲載位置　桜川市公式ホームページ トップページ最下段
■ 掲 載 料　月額 3,000 円 (6 か月間連続 15,000 円  12 か月間連続 30,000 円 )
※詳しくは、桜川市公式ホームページでご確認ください。http://www.city.sakuragawa.lg.jp

桜川市公式ホームページ有料広告募集！桜川市公式ホームページ有料広告募集！
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